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□ 人とのつながりの希薄化や核家族化をはじめとする地域社会および家族の変容、社会経済のグローバ 
　 ル化、情報通信技術の進展などに伴い、子どもたちの学びを取り巻く環境も変化しており、教育に求
　 められる役割はますます多様化・高度化しています。
□ 子どもたちが多様化・複雑化する社会をたくましく生き抜く力を身につけるため、「確かな学力」、「豊
　 かな人間性」、「たくましい心身」を育成し、「生きる力＊」を育む教育の充実が必要とされています。
□ 子どもたちを取り巻く環境の変化に対応するため、教職員の意識改革や資質向上に努める必要があり
　 ます。
□ 児童・生徒数の減少傾向や教育施設の老朽化にともない、将来的な統廃合も見据えながら学校施設の
　 整備計画の策定をすすめる必要があります。

□ 進学時に起こる環境変化への不適応等を解消するため、保育園、幼稚園、小学校、中学校の連携を一

　 層はかることが求められています。
□ 学校、家庭および地域が連携、協力し、未来を担う子供たちの成長を支える必要があります。
□ 青少年を取り巻く環境は著しく変化するため、社会生活を円滑に営む上で困難を抱える子ども・若者
　 やその家族に対する支援が必要とされています。

　学校、家庭および地域がそれぞれの役割を果たし、互いに連携し、社会全体で子どもの成長を支える環

境が整っています。その下で、子ども一人ひとりの発達過程をふまえた教育が行われ、学びの意欲が高まり、
社会的自立にむけた基礎的および基本的な資質や能力が育まれています。
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　小中学校における教育環境について満足していると思う住民の割合

■施策体系

1 時代に応じた教育内容の充実

■政策指標

▶実績値（H３０） 61.7％ 目標値（R７） 65.0％

2 教育環境の整備・充実
3 青少年の健全育成
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①国際理解、情報、環境、福祉・健康、農業、食育など、教科等の枠を越えた分野で、各学校が
　創意工夫して、体験学習や調べ学習などを取り入れた教育活動を行い、子どもたちの知・徳・
　体のバランスのとれた「確かな学力」、「豊かな人間性」、「たくましい心身」の育成をはかります。
②グローバル化や情報化などに対応し、英語教育やプログラミング教育＊の充実をすすめ、一人
　ひとりの個性や自主性、創造性を高める教育を推進します。
③本町にある歴史的価値の高い文化遺産を歴史教育の教材とし、和の精神をふまえた道徳教育に
　努めるとともに、伝統と文化を尊重する心や斑鳩を身近に感じる郷土愛の育成をはかります。
④学校行事や部活動などの集団活動を通じて、調和のとれた心身の発達と個性の伸張をはかり、
　社会の一員として、よりよい生活や人間関係を築こうとする自主的・実践的な学びの姿勢を育
　成します。

①学校、家庭、地域の連携を強化し、地域の豊富な経験を有する人材を活用した学習支援事業など、
　地域ぐるみで子どもを育てる環境の整備をはかります。
②保育園、幼稚園、小学校、中学校の連携を強化することで、一貫性のある教育環境を整えると
　ともに、子どもたちがスムーズに新しい教育環境になじめるような取組みを充実します。また、
　人格形成の基礎となる就学前教育を推進します。
③小・中学校施設などの老朽化に対応するとともに、耐震性の向上をはかるなど、快適な学習環
　境の確保と安全面への対応をすすめます。
④ＩＣＴ＊教育環境の整備を行い、充実したプログラミング教育＊を実施するほか、感染症の拡
　大など非常事態に備え、児童・生徒の学ぶ機会を保障するために、在宅教育の充実について検
　討します。
⑤グローバル化、情報化社会に対応した教育や豊かな心を育む教育をすすめるため、経験年数に
　応じた研修や教科別の研修等を充実させ、教職員の資質の向上に努めます。また、外国人英語
　指導助手を全小学校に配置します。
⑥すべての児童・生徒が一人ひとりに応じた教育を受けることができるよう、特別支援教育、通
　級指導教室＊などの充実をはかります。
⑦少人数学級編制、少人数指導により、学習のつまづきを早期に発見するとともに、基本的な学
　習習慣を養うなど、児童・生徒一人ひとりに、よりきめ細かな教育を推進します。
⑧子どもの食事の栄養バランスや食育の観点から学校給食を推進し、子どもたち自らが「食」に
　ついて考え、健全な食習慣を身につけた子どもの育成に努めます。

1 時代に応じた教育内容の充実

2 教育環境の整備・充実

■主な取組み
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□ 人とのつながりの希薄化や核家族化をはじめとする地域社会および家族の変容、社会経済のグローバ 
　 ル化、情報通信技術の進展などに伴い、子どもたちの学びを取り巻く環境も変化しており、教育に求
　 められる役割はますます多様化・高度化しています。
□ 子どもたちが多様化・複雑化する社会をたくましく生き抜く力を身につけるため、「確かな学力」、「豊
　 かな人間性」、「たくましい心身」を育成し、「生きる力＊」を育む教育の充実が必要とされています。
□ 子どもたちを取り巻く環境の変化に対応するため、教職員の意識改革や資質向上に努める必要があり
　 ます。
□ 児童・生徒数の減少傾向や教育施設の老朽化にともない、将来的な統廃合も見据えながら学校施設の
　 整備計画の策定をすすめる必要があります。

□ 進学時に起こる環境変化への不適応等を解消するため、保育園、幼稚園、小学校、中学校の連携を一

　 層はかることが求められています。
□ 学校、家庭および地域が連携、協力し、未来を担う子供たちの成長を支える必要があります。
□ 青少年を取り巻く環境は著しく変化するため、社会生活を円滑に営む上で困難を抱える子ども・若者
　 やその家族に対する支援が必要とされています。

　学校、家庭および地域がそれぞれの役割を果たし、互いに連携し、社会全体で子どもの成長を支える環

境が整っています。その下で、子ども一人ひとりの発達過程をふまえた教育が行われ、学びの意欲が高まり、
社会的自立にむけた基礎的および基本的な資質や能力が育まれています。
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　小中学校における教育環境について満足していると思う住民の割合

■施策体系

1 時代に応じた教育内容の充実

■政策指標

▶実績値（H３０） 61.7％ 目標値（R７） 65.0％

2 教育環境の整備・充実
3 青少年の健全育成
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①国際理解、情報、環境、福祉・健康、農業、食育など、教科等の枠を越えた分野で、各学校が
　創意工夫して、体験学習や調べ学習などを取り入れた教育活動を行い、子どもたちの知・徳・
　体のバランスのとれた「確かな学力」、「豊かな人間性」、「たくましい心身」の育成をはかります。
②グローバル化や情報化などに対応し、英語教育やプログラミング教育＊の充実をすすめ、一人
　ひとりの個性や自主性、創造性を高める教育を推進します。
③本町にある歴史的価値の高い文化遺産を歴史教育の教材とし、和の精神をふまえた道徳教育に
　努めるとともに、伝統と文化を尊重する心や斑鳩を身近に感じる郷土愛の育成をはかります。
④学校行事や部活動などの集団活動を通じて、調和のとれた心身の発達と個性の伸張をはかり、
　社会の一員として、よりよい生活や人間関係を築こうとする自主的・実践的な学びの姿勢を育
　成します。

①学校、家庭、地域の連携を強化し、地域の豊富な経験を有する人材を活用した学習支援事業など、
　地域ぐるみで子どもを育てる環境の整備をはかります。
②保育園、幼稚園、小学校、中学校の連携を強化することで、一貫性のある教育環境を整えると
　ともに、子どもたちがスムーズに新しい教育環境になじめるような取組みを充実します。また、
　人格形成の基礎となる就学前教育を推進します。
③小・中学校施設などの老朽化に対応するとともに、耐震性の向上をはかるなど、快適な学習環
　境の確保と安全面への対応をすすめます。
④ＩＣＴ＊教育環境の整備を行い、充実したプログラミング教育＊を実施するほか、感染症の拡
　大など非常事態に備え、児童・生徒の学ぶ機会を保障するために、在宅教育の充実について検
　討します。
⑤グローバル化、情報化社会に対応した教育や豊かな心を育む教育をすすめるため、経験年数に
　応じた研修や教科別の研修等を充実させ、教職員の資質の向上に努めます。また、外国人英語
　指導助手を全小学校に配置します。
⑥すべての児童・生徒が一人ひとりに応じた教育を受けることができるよう、特別支援教育、通
　級指導教室＊などの充実をはかります。
⑦少人数学級編制、少人数指導により、学習のつまづきを早期に発見するとともに、基本的な学
　習習慣を養うなど、児童・生徒一人ひとりに、よりきめ細かな教育を推進します。
⑧子どもの食事の栄養バランスや食育の観点から学校給食を推進し、子どもたち自らが「食」に
　ついて考え、健全な食習慣を身につけた子どもの育成に努めます。

1 時代に応じた教育内容の充実

2 教育環境の整備・充実
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